











































RQ １ コミュニティはキャリアのデザインにどのような影響を与えるのか 
RQ ２ コミュニティでキャリアを考えることはその他のキャリア・デザインの⼿段とど
のような違いがあるのか 
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 第 4 部では、総合考察として各章で明らかになったことと、またこれらが経営学の中で
どのような位置付けとなりうるのかについて検討した。 
 
 
4. 本論⽂の理論的・実践的貢献 
 
 
 英⽂、邦⽂のレビューおよび三事例の参与観察の結果、キャリア・コミュニティは意図し
て形成できることが明らかとなった。キャリア・コミュニティ内でどのような学びや気付き
を獲得するかは参加する個⼈の主体性に委ねられるが、しかしコミュニティを形成する中
で、共通の関⼼や悩みを発⾒できる柔軟性があることが分かった。 
 類似概念である「実践共同体」は関⼼や問題意識を共にする⼈が集合する集団であるが、
キャリア・コミュニティは、実践活動を通してメンバーが⽬的を発⾒することができる包摂
性が特徴である。したがってキャリア・コミュニティでは何らかの実践活動の場を持つこと
が最も重要である。活動の中から参加メンバーは⽬的や課題意識を発⾒するばかりでなく、
コミュニティ全体としての役割や参加資格を定義し次第にコミュニティとして凝集性を⾼
めていくプロセスが特徴である。 
 CCHのインタビュー調査からは、新しいキャリア概念として「キャリアの過視感」が発
⾒された。キャリアの過視感とは、「キャリアの先⾏きが⾒えすぎている」という感覚であ
る。過視感に類似する概念としてキャリア・プラトー（Ference et al.,1977)が考えられるが、
プラトーが実際にキャリア上に障壁がある状態を指す⼀⽅で、過視感「⾒えすぎている」と
感じることにより仕事への前向きな観測が持てなくなっている状態である。この問題に対
しキャリア・コミュニティは、参加者の相互刺激によって過視感状態に新たな視点を与え、
視座を矯正や修正することがわかった。これまで多くのキャリア研究は、キャリアの展望を
明らかにしようと試みるものが多い中で、「⾒えすぎてしまっている感覚」もまたネガティ
ブに働く可能性が⾼いことを発⾒したことは、本研究における重要な発⾒である。 
 
 本研究の理論的貢献はキャリア論に「コミュニティ」の概念を取り⼊れることの意義を明
らかにし、まだ未整備であったキャリア・コミュニティ理論に総合的な研究を実施した点で
ある。それに加え、キャリアの世代間発達におけるキャリア・コミュニティの貢献を明⽰し
た点にある。 
 また実践的貢献は、キャリア・コミュニティ理論を⼈材育成に取り⼊れることで主体的な
キャリア開発が促進し⼈材がいきいきと働くことができることを⽰した点にある。企業内
外の多様な相互関係の中で実践活動を⾏い議論をすることによりキャリアについて⾃⼰理
解が進み、その⼈らしい働き⽅につながると考える。これは働く⼈の⽣きがいや満⾜感につ
ながる真の「働き⽅改⾰」に貢献するものである。また業務と離れたところに構築されるコ
ミュニティは、働き⽅への客観的な視点の獲得や⼼理的な拠り所、さらにはロールモデルの
発⾒につながる効果があり、今後ますます期待される⼥性の活躍推進にも貢献するものと
考える。 
 
以上 
